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｢まちの人事部｣ 【一般社団法人ナギカラ:岡山県奈義町指定地域再生推進法人】

【目的】
町民や事業所が望む、生き方やなりたい姿を叶えられるような「はたらく」（働き方や経営）を増やし、育て、
つなぐことで、子ども達もワクワクする未来を描けるようにし、町を元気にする。

【ポイント】
〇休業中のガソリンスタンドをリノベーションした「しごとスタンド」が活動拠点。
〇人材サポートの専門企業と連携して､さまざまなサービスを提供。

まちの人事部

就職・採用サポート

しごと
コンビニ

子育てママやシニア世代の「ちょっと働きたい」と､町内の
「ちょっと手伝ってほしい」をつなぐ事業。
※社会福祉協議会が実施していた「人材センター事業」も引継
※2018年度からテレワークによる都市部からの受注も開始

求人チラシ
「ハタラク」

毎月発行、町広報誌と共に全戸に配付。公共施設や
等にも設置。有料で求人広告を掲載。WEBとも連動。

ハローワーク
との連携

求人情報端末の設置（県内初。役場外への設置は
珍しい）、ハローワーク職員による求職者に対する相談
や職業紹介、求人事業所への訪問相談など。

キャリアアップサポート 労務サポート

NAGI
タウンライターズ

養成講座を受け、卒業試験（町内で働く人を
発信する「なぎではたらく」の制作）を経て、取
材や撮影、書くことを仕事にしていく。

勉強会や
カフェの
開催

パソコンや接遇スキル
などの研修、気軽に
話し合えるカフェなど。

町民先生

町民が先生となり、
持っている知識や
技術を教えることで、
皆のスキルアップ
や､先生役のプチ
起業にもつなげる。

得意をしごと
にPJ＆企業
サポーターズ

好きなことや得意なこ
とでチームを作り、仕
事を創り出す。

まちの
社労士
さん

社労士が､
月数回しご
とスタンドに
て無料相談
を行う。勉強
会も開催。

町×ナギカラ×専門企業×スタッフ(町民+Ｉターン)
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しごと
コンビニ
（しくみ）

＼「ちょっとだけ働きたい人」と「ちょっとだけ手伝ってほしい人」をつなぐ事業／

しごとコンビニ

雇用されるのではなく業務委託契約を結び、様々な「しごと」の中から自ら仕事を選び、働ける。

自分の大切にしたい「こと」「ひと」を大切にしながら、都合の合う時間で、

様々な仕事に挑戦でき、成長もできる新しい働き方。

① ご依頼 ②ヒアリング ③ 契約書 ④メンバー募集 ⑤研修 ⑥おしごと実施 ⑦ 振返り ⑧請求書送付

お問合せ 現場確認 発注書 報酬の支払

＼登録メンバーがおしごとをするまで／

①説明・登録会 ② 個別面談 ③サークルスクエアへ登録 ④パソコンのスキルチェック ⑤ おしごと情報待ち
契約書 チャットワーク・Skypeへ登録 したい仕事があれば

→ パソコン塾へ 人事部へ連絡

テレワーク
希望の場合

これらの業務の手数料を
依頼主様から頂いています

最近は、紹介での
登録が増えています

しごとコンビニでは難しいものは、
求人チラシ「ハタラク」への掲載や

ハローワークをお勧め
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仕分け・封入 アンケート収集

イベントに来られたお客様に気持ちよくアンケートにご回答いただくため
に、事前研修を実施。マナーを学び、ロールプレイングを通して実践に
備えることで安心して業務に臨むことができた。

食品の選別

配布時のミスを減らし効率化を図るために、自主的にミーティングを
実施。業務改善に努めた結果、作業時間を短縮し、それまで10件以
上あった配布ミスを0件にすることに成功した。

食品を品質によって指定されたグループに分けるお仕事。短時間で
よりたくさんの選別を行うために、選別方法を工夫しながら実施した。

清掃業務

企業や病院など、さまざまな場所で清掃業務を行うメンバーが集まり、そ
れぞれが工夫していることなどを共有し、サービス向上に努めている。 4



資料作成案内受付

データ入力 企業サポーターズ

観光案内所にて観光客に気持ちよく施設を利用していただくための改善
策を検討。施設内のレイアウトや装飾の変更を行い、現場改善を実施。
観光客からの要望も積極的に取り入れている。

昔学んだパソコンを、また使えるようになりたいとパソコン塾に通っていた
80歳のメンバー。スキルを着実に身につけ、パソコンでの資料作成の仕
事を実施するまでに成長した。

開始前にパソコンのスキルチェックを行い、スキルが足りない方はパソ
コン塾を活用して自主的に勉強。基準をクリアした方から順次、仕事を
実施している。

企業より依頼を受け、商品の詰め合わせ内容の検討や商品のモニター
への取材などを実施。仕事に必要な知識を身につけるために自主的な
マーケティングの勉強会などを実施している。 5



しごとスタンド来訪者数

来訪者：延べ3,686名
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年代構成

10代：1名

20代：10名

30代：38名

40代：21名

50代：20名

60代以降：85名

しごとコンビニ登録者数 合計：175名

女性：141名

男性： 34名

7

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

登
録
者
数
（
人
）

登録月

男性

女性



しごとコンビニ実施案件数
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しごとコンビニ稼働者数と報酬額

人件：1つの案件を1日単位でみた
場合の稼働者の人数

例）1案件に3日間1人が従事 ＝ 3人件
1案件に1日で2人が従事 ＝ 2人件

稼働者：延べ5,907人件

報酬額：22,274,382円
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一
人
ひ
と
り

やりたいこと
できること
好きなこと
得意なこと

教
育
・
サ
ポ
ー
ト

多
様
な
人
の

そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍

「個人」の視点から見た「しごとコンビニ」

※女性や高齢者等の活躍
かつ、

今まで必ずしも活躍出来ていなかった層へアプローチ

丁寧な
面談

学びの場

チームで

業務
分解
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放課後クラブ

まちづくり
NPO

障害児
支援団体

観
光
協
会

商工会
（自営）

ＪＡ
森林組合

保育園・幼稚園

年代

（高）

（低）

新しいテーマ型コミュニティのイメージ

小・中学校

高校

大学など

会社
（民間企業等）

地域の中での“つながり“（奈義町の例）

（中）

町内
町外

消防団

地区
（19地区）

趣味の
サークル等

地域サロン

地域包括ケア

ＰＴＡ
（保幼小中）

チャイルドホーム
（子育て支援施設）

しごとコンビニ

スポーツ少年団
学習塾

子ども歌舞伎

「コミュニティ」の視点から



多様性

同質性

非選択的
強制的

自発的
参加

「コミュニティ」「ソーシャル・キャピタル」の視点から

三世代
同居

親戚
づきあい

民生
委員

町内会

地域運営
組織

高校
魅力化

公民館
サークル

PTA

ボランティア

若い人・新しい人が
好まず、入らない

参加者の固定化・高齢化

チャイルド
ホーム

しごと
コンビニ

ちょいワル
じいさん 新しい地域社会の

公共的な担い手に

高齢者の健康
出生率の向上
自殺率の低下

強すぎない
緩やかなつながり

コミュニティ
スクール

小さな
拠点

消防団

スポーツ

国際
交流

映画

地縁・血縁
趣味・社会課題
（テーマ）

移住者の溶け込み
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